










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































底土軽石流の直上 底土，カメソウノ鼻 Ha－5 炭化木片 Gak－142556，800±710小疇・他（1993）


























































































末吉，象の沢 Ha－1 炭化物 Gak－141968， 00±150小疇・他（1993）








莱ｻ火山灰層 末吉，象の沢 Ha－2 炭化物 Gak－141977，120±130小疇・他（1993）
Hy22／Hy21間の






















莱ｻ火山灰層 末吉，象の沢 Ha－19腐植土 Gak－161736，170±550本報告　　　■
Hy4／Hy5間の
莱ｻ火山灰層 中之郷，藍ケ江港 Ha－26炭化木片 Gak－1669817，740±340本報告
Sy15／Hy1間の





























AT火山灰 末吉，石積ケ鼻 Ha－4 炭化木片 Gak－14199，170±470小疇・他（1993）
Sk1／Sk2間の





















































































































































































































































Ns9直下の溶岩流間の風化火山灰層 Ha－42 炭化木片 Gak－17786340±70
地点5 Ns2直下の埋没土壌 Ha－25炭化物＋腐植土 Gak－166042，570±90
Ns6直下の埋没土壌 Ha－50 腐植土 Gak－183231，120±80
地点6 Ns5とNs6の間の埋没土壌 Ha－49 同　上 Gak－18322，140±80
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
らシンウォールボーリソグによって採取した。堆積物は深さ540cmまで採取したが，基盤には達し
ていない。湿原堆積物は泥炭と粘土の互層で，地表から深さ210cmまでが泥炭，深さ450　cmまでが
粘土，深さ540cmまでが泥炭である。試料の採取深度は，テフラ直上の深さ110～115　cm（NUM－
1－1），粘土の上の深さ229～234cm（NUM－1－2），最下部の深さ535～540　cm（NUM－1－3）である。
　c．北ドブ湿原は，長野県木島平のキャソプ場近くにある，標高1，500m付近に広がる湿原であ
る。湿原はヌマガヤが生育しており，周辺はダケカンバ林に囲まれている。年代測定の試料は，湿原
の標高1550mの地点（KDO－2）から，シンウォールボーリングによって採取した。堆積物は地表か
ら深さ240cmまでが泥炭，320　cmまでが粘土，360　cmまで再び泥炭になり，420　cmまでが粘土で
ある。試料の採取深度は，深さ150cm付近にみられた火山灰の下部の深さ152～157　cm（KDO－2－
1），粘土の上部の深さ235～240cm（KDO－2－2），深さ355～360　cm（KDO－2－3）である。この湿原
の花粉分析の結果，堆積物の下部から亜高山帯性針葉樹とみられる花粉が検出されている。現在はブ
ナ帯であることから，現在よりも寒冷な気候であったことが考えられる。また，Selaginella
selaginoides（コケスギラソの胞子）も検出されていることから，氷期以降の堆積物であると思われ
る。
3）参考文献
関口千穂・嶋田　繁・叶内敦子・杉原重夫（1995）：苗場山湿原の堆積物と花粉分析．日本第四紀学
　会要旨集，25，48－49．
杉原重夫（1996）：東日本の湿原堆積物から見た後期更新世・完新世の環境変化に関する研究．平成
　6年度文部省科学研究費補助金一般研究（B）研究成果報告書，67p．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関口千穂）
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22．富山県，立山（雷鳥台）の氷河堆積物
1）測定試料
①試料採取日：1990年9月11日
②試料採取者：小疇　尚・杉原重夫，澤口晋一（新潟国際情報大学）
③試料採取地点：立山火山雷鳥台
　　　　　　　　北緯：36°35’02”，東経：137°36’20”
　　　　　　　　　（北緯：36°50’40”，東経：137°3720”）カッコ内は申請書の地点
　　④a．試料番号：No．1
　　　　試料の種類：木片混じりの泥炭
　　　　測定番号：GaK－15362
　　　　測定年代：2，710±80（760B．C．）
　　　b．試料番号：No．2
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－15363
　　　　測定年代：4，220±90（2，270B，C．）
　⑤測定依頼者：小疇　尚
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　立山における後期更新世以降の氷河地形とその発達史を解明する目的で，雷鳥台において氷河堆積
物について14C年代測定試料の採取を行った。この露頭では，下位からマトリックスが青灰色粘土か
らなる砂礫層（氷河性堆積物＝ti11？）：6．5m，円礫と角礫混じりの砂礫層（火山泥流堆積物）：3．Om，
泥炭層：0．1m，泥炭を挟む砂礫層（火山泥流堆積物）：0．7～1．0・m，泥炭層：0．15～0。2　m，灰色火
山灰（二次的なテフラ）：0．8～0．9m，円礫からなる無層理な砂礫層（火山岩片，パミス混じり）（火
山泥流堆積物）：1．0～1．2　m，灰黒色火山灰（降下テフラ）：0．24m，礫を含む粘土（火山泥流堆積
物）：0．8～1．O　mである。ここでは，上位の泥炭層（試料：No．1）と下位の泥炭層（試料：No．　2）
について14C年代測定を行った。その結果から，立山における約5，000年前のネオグラシエーショソ
の可能性が考えられた。
3）参考文献
日下部　実・林　尚美・小林武彦（1990）：立山火山，地獄谷に見られる縞状硫黄堆積物の成因．火
　山，28，245－261．
小林武彦（1990）：立山火山とその周辺の第四系．日本地質学会巡検資料，113－141．
町田　洋（1992）：立山と老の周辺地域における第四紀地史一とくに広域テフラを中心に一．富山県
　立山博物館委託研究報告書，50P．
Machida，　H．・Fujii，　S．・Okumyra，　K．（1992）：Quaternary　Tephrochronology　of　Mount　Tateyama
　and　Adjacent　Arias－Tephrochronological　Applications　to　Alpine　Glaciations　and　Environmental
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測牢データとその意i義（皿）
霧．
饗縫遡灘1’・鋼，、
　　　　　　　　　　　　　　．≧5ss’・；．・
　　　　　　　　　　　　　f．ST　　　　　　　　　　　　　罪影’墜＿甑，
　　　　　　　　　　　　図22－1．　1：25，000立山．
．、．，翅翻
　Changes－．　Guidebook　for　the　INQUA－COT　Field　Workshop，18P．
Yamasaki，　M．・Nakanishii，　N．・Miyata，　K．（1966）：History　of　Tateyama　Volcano．　The　Science
　Reports　of　Kanazawa　University．　Vo1．　XI，　No．1，73－92．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（杉原重夫）
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23．岐阜県，北アルプス蒲田川左俣谷の段丘礫層
la）　測定試料
　①試料採取日：1992年10月17日
　②試料採取者：長谷川裕彦
　③試料採取地点：岐阜県吉城郡上宝村，北アルプス南西部蒲田川左俣谷源流部，標高2，140m地点
　　　　　　　　　左岸
　　　　　　　　　北緯：36°21’22”，東経：137°36’48”
　④試料番号：C－3
　　試料の種類：木片
　　測定番号：GaK－18094
　　測定年代：3，440±110（1，490B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
lb）　測定試料
　①試料採取日：1992年10月17日
　②試料採取老：長谷川裕彦
　③試料採取地点：岐阜県吉城郡上宝村，北アルプス南西部蒲田川左俣谷源流部，標高2，120m地点
　　　　　　　　　右岸
　　　　　　　　　北緯：36°21’19”，東経：137°36’51”
　④試料番号：C－2
　　試料の種類：木片
　　測定番号：GaK－18095
　　測定年代：590±70（AD。1，360）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　神通川水系高原川上流の蒲田川左俣谷は，北アルプス南部の縦沢岳（標高2，755m）南面を源流と
する谷で，主山稜直下には小規模な圏谷が，標高2，000m付近から下流には氷食谷（U字谷）が分布
する（長谷川，1994）。これらの氷河地形は，一つ前の氷期から最終氷期にかけて形成されたもので
ある．そのうち，標高2，150～2，200mに分布する大滝端堆石は，隣接する槍穂高連峰（伊藤，1982）
や笠ヶ岳山脈（長谷川，1996）で明らかにされている最終氷期初期（約2．5万年前）の氷河地形に対
比される端堆石で，その下流側には，端堆石から地形的に連続するアウトウォッシュ段丘（河床から
堆積頂面までの比高15～20m：以下同様），段丘a（10～15　m），段丘b（8～12　m）の3面の段丘が
分布する。アウトウォッシュ段丘と段丘aの堆積頂面は平滑であるのに対し，段丘bの上面には最
大傾斜方向にのびる高さ1～2mの畝が多く認められる。
　Loc．1（図）における段丘aの構成層は，層厚10　m，シルト質砂をマトリックスとし，最大礫径
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（皿）
図23－1．　1：25，000　三俣蓮華岳．
1m，平均礫径30　cm，弱い層理が認められる亜円・亜角礫層からなり，堆積頂面から1．3・m深の位
置で採取した木片（試料番号C－3）から3，500年前の14C年代が得られた。一方，　Loc．2（図）にお
ける段丘bの構成層は，層厚8m，砂～シルト質砂をマトリックスとし，最大礫径1．5　m，平均礫径
50cmの無層理・無淘汰の亜円・亜角礫層で堆積頂面から5m深の位置で採取した本片（試料番号
C－2）から600年前の14C年代が得られた。
　段丘bは，地形及び構成層の特徴から土石流段丘と見られるが，段丘aは地形と層相の特徴から
堆積段丘と考えられる。当地域では，左俣谷の標高1，700m付近で得られた雪崩堆積物の年代
（3，560±120y．B．P．：Gak－13204）から，段丘aの堆積期とほぼ同時期に大規模な雪崩が多発するよう
になったことが推定されており（小疇ほか，1993），笠ヶ岳山脈では，ネオグレシエーショソに対比
される可能性のある氷河地形の分布が確認されている（長谷川，1996）。これらのことから，段丘a
は完新世の中での相対的な寒冷・多雪期に対応して形成された可能性が指摘できる。また，試料採取
地点付近では，最終氷期後半の亜氷期初期に対比されるアウトウォッシュ面の下刻以降，最大の河床
上昇がネオグレシエーションに生じたと考えられることから，最終氷期極相期や晩氷期の河床はネオ
グレシエーショソよりも低かった可能性が高い。
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3）参考文献
伊東真人（1982）：北アルプス南部蒲田川右俣谷の氷河地形．地学雑誌，91，81－103．
小疇　尚・杉原重夫・叶内敦子（1993）：東北日本における後期更新世以降の古環境と地形発達史の
　研究．明治大学人文科学研究所紀要，33，108－246．
長谷川裕彦（1994）：北アルプス南西部，蒲田川左俣谷の氷河地形発達史の再検討．日本地理学会講i
　演予稿集，No．45，42－43，
長谷川裕彦（1996）：北アルプス南西部，笠ヶ岳周辺の氷河・周氷河地形発達史．地理学評論，
　69A，75－101．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川裕彦）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（皿）
24．新潟県姫川流域，真那板山の崩壊堆積物
1）測定試料
①試料採取日：1995年8月12日
②試料採取者：小疇　尚，石井正樹（明治大学大学院博士前期課程）
③試料採取地点：新潟県糸魚川市蒲原沢国境橋北詰
　　　　　　　　　北緯：36°51’47”，東経：137°52’44”
④試料番号：蒲原沢①
　　試料の種類：木片
　　測定番号：GaK－18963
　　測定年代：510±90（A．D．1440）
　⑤測定依頼者：小疇　尚
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　後立山連峰の東麓を糸魚川一静岡線にそって北流する姫川の流域には，数多くの崩壊地が分布し，
その影響を受けて姫川の河床断面は階段状を示している。そのうち平岩の上流にある河床断面の上に
?
’x琉≡
図24－1．　1：25，000　眞那板山．
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緬）面
灘i藻’
　　　職馨轟餐灘・一・ ? 国道
148号線
図24－2．試料採取地点の露頭スケッチ（蒲原沢の湖成堆積物）．
凸の部分が，眞那板山の崩壊によるものである。眞那板山の西斜面は頂上の西6kmの1，123　m標高
点を頂点とする南西向きの直角に開いた急斜面をなし，姫川の流路もそれにしたがって屈曲してい
る。そして姫川の左岸側には底辺が1，200m，斜辺が各800　mで東に頂点を向けたほぼ正三角形の台
地上の高まりが存在する。この高まりは表面が西側の山地斜面とは異なる，径数十cm～数mの珪
質砂岩の岩塊に覆われており，全体が複雑に砕かれた乱雑な堆積物で崩壊の堆積物であることがわか
る。その平面形から，眞那板山西斜面の直角に開いた急斜面の部分から一挙に滑り落ちたものと考え
られる。この崩壊によって姫川は堰き止められ，崩壊ブロックの上流側に一時期，湖が形成された。
湖は段丘の分布から水位が最高時には標高410m付近にあり，堰き止め箇所の浸食にともなって段
階的に徐々に水位が低下し，約350mまで下がったとき堰き止め箇所が一挙に決壊して消滅したと
考えられる。蒲原沢左岸には，崩壊堆積物を覆う三角州堆積物の露頭があり，ここに示した崩壊岩屑
層最上部の粘土層中の木片の14C年代値は，崩壊発生年代を示すものと考えられる。
　小谷村には，眞那板山が崩壊して湖ができたという言い伝えがあるが，発生年代は明らかでない。
3）参考文献
小疇　尚・石井正樹（1996）：眞那板山の崩壊と姫川の堰き止め．日本地理学会予稿集，No．49，
　192－193。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小疇　尚・石井正樹）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（皿）
25．　山梨県北部，小烏山の岩塊流堆積物
1）測定試料
　①試料採取日：1993年3月3日
　②試料採取者：苅谷愛彦（地質調査所）・三枝　茂（総合研究大学院大学，極域科学専攻）
　③試料採取地点：山梨県牧丘町小烏山
　　　　　　　　北緯：35°4720”，東経：138°41’30”
　④試料番号：Kogarasu－1
　　試料の種類：炭化木片
　　測定番号：GaK－17156
　　測定年代：6，310±180（4，360B．C．）
　補正年代値：7，005～7，383cal年前（5，056～5，434B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　山梨県北部，笛吹川右支琴川左岸の小烏山（標高1，403m）には谷を埋める岩塊流が分布する（苅
谷・三枝，1993）。これらの岩塊流の構成層には炭化木片が介在しており，岩塊流の形成期を知る重
要な手がかりになる。年代測定試料（炭化木片）の採取地点は苅谷・三枝（1993）のLoc．2で，そ
の位置と露頭スケッチを図25－1，2にそれぞれ示す。Loc．2とその周辺の状況は苅谷・三枝（1993）
も参考にされたい。
　炭化木片は，岩塊流側方の右岸側斜面に分布するローム質褐色土層の地表下2．5mにほぼ水平に連
マ　　　　　ハ　　ヒノ
罪葦＼．、｛，薦、
図25－1．1：25，000
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続して介在する。このローム質褐色土層と岩塊流構成層下部層（図25－2）の間に不整合や埋没土壌
は存在せず，両者は漸移する。またローム質褐色土層の触感や色調は，岩塊流構成層下部層のマトリ
ックスに酷似する。さらに，岩塊流の上面と側方の斜面は明瞭な傾斜変換線を伴わずに滑らかに連続
する。以上のことから，ローム質褐色土層は地表から深度数十cmまでの部分を除いて一様に明褐色
を示し，試料採取層準で特に黒みが強いことはない。したがって，試料採取層準が埋没A層である
とは考えられず，炭化木片は斜面物質の移動，運搬に際して取り込まれた木本に由来する可能性が高
い。なお，岩塊流構成層上部層（図25－2：オープソワーク）は著しく異なるが，前老は後者に含ま
れる細粒物質が流出し，巨礫だけが残留して生じたものと推定される（苅谷・三枝，1993）。つまり
岩塊流構成層上部層は下部層を覆って堆積したわけではなく，下部層堆積後に生じた一種の遅滞堆積
物（遠藤，1981）である。
　炭化木片は細かく砕けた状態でローム質褐色土層に介在していた。その層準には地下水の漏出や植
物根の侵入がなかったため，14C年代測定に適した試料と判断した。ローム質褐色土層中から集めた
炭化木片の年代測定は，学習院大学の木越邦彦名誉教授に依頼し，β線計測法で行われた。また測定
値は14C年代補正プログラムCALIB　3．0（Stuiver　and　Reimer，1993）を用いて，1950年からさかの
ぼった暦年代（1σ）に修正した。
　岩塊流の形成期については，破砕した炭化木片を集めて試料としたので，上記の年代はそれらの平
均値と見るのが適当である。しかし炭化木片はローム質褐色土層にほぼ連続して介在しており，個々
の破片が異なる時期に堆積したと考えるべき証拠はない。このため今回の年代測定値は，ローム質褐
色土層に連続する岩塊流構成層下部の堆積期をほぼ示すと考えられ，それは7，200前を中心とする完
新世中頃と推定できる。当時は地球規模の高温期にあたり，日本列島は現在と同じか，より温暖だっ
たことが知られている（例えば阪口，1984）。一方，小烏山の周辺では周氷河作用による岩屑生産や
斜面物質移動は現在ほとんど生じていない。したがって岩塊流構成層下部層とローム質褐色土層が完
新世中頃に周氷河作用で移動，堆積したと見ることは難しく，それ以後の岩塊流構成層上部層の形成
に周氷河作用が関与した可能性もきわめて低い。
　　Loc．2
蝉
＿（7・O°5ご7・38ミ鐸1哩P・）己1
1⑳
???
図25－2．試料採取地点の露頭スケッチ．苅谷・三枝（1993）に加筆．
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3）参考文献
遠藤邦彦（1981）：遅滞堆積物．町田　貞・井口正男・貝塚爽平・佐藤　正・権i根　勇・小野有五編
　r地形学辞典』二宮書店，p．404．
苅谷愛彦・三枝　茂（1993）：山梨県北部，小烏山周辺に分布する岩塊流の成因．季刊地理学，45，
　254－265．
阪口　豊（1984）；寒冷地域の気候変化．福田正巳・小疇　尚・野上道男編『寒冷地域の自然環境』，
　北海道大学図書刊行会，183－221．
Stuiver，　M　and　Reimer，　P．　J．（1993）：Extended　14C　data　base　and　revised　CALIB　3．014C　age　calibra－
　tion　program．　Radiocarbon，35，215－230．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三枝　茂・苅谷愛彦）
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26．中華人民共和国，新彊トルファン盆地の泥炭層
1）　測定試料
　①試料採取日：1990年3月16日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：中国新彊ウイグル自治区トルファン地区五道林
　　　　　　　　　北緯：42°58’37”，東経：89°04’23”
　④a．試料番号：P－2
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－15043
　　　　測定年代：9，380±120（7，430B．C．）
　　b．試料番号：P－5
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－15044
　　　　測定年代：8，720±120（6，770B，C．）
　　c．試料番号：P－9
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－15045
　　　　測定年代：7，640±120（5，690B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）　採取地点の説明と年代測定の意義
　昭和64年（平成元年）度の海外学術研究「旧大陸におけるカナート水利体系の成立過程に関する
地理学的研究」代表者：小堀　巌氏（元明治大学政経学部教授）の海外学術調査の一員として，
1990年3月7日から同31日まで中華人民共和国に滞在し，新彊トルファソ盆地において玖井（カン
チン）の調査を行った。玖井は西アジアでカナートまたはカレーズと呼ばれているものと同じ地下水
路である。その長さは，長いもので5～7　km，多くは1～3　kmである。北側の天山山脈からの融雪
水を水源としているため，ほとんどの炊井は南北方向に走っている。トルファン盆地の玖井は1957
年の統計では1，237本あったが，1973年の統計では972本に減っていて，その分だけ電力を使った揚
水ポンプが増えているとのことである（小堀，1982；小堀ほか，1989）。トルファン市は海抜高度
18．5～106．1mにあり，この南方約40　kmにある支丁湖（アイディン湖）の海抜一　154．43　mは，中
国で海抜高度が最も低いところである。トルファソ市の西方約10kmのところにある五道林（ウー
タオリン）において，玖井の水利と土地利用の調査を行った際，玖井の天井が崩壊して峡谷状となっ
ている水路があり，その谷壁に比高6m前後の地質断面が出現しているのが発見された。また，こ
の露頭で注目できることは，現在では砂丘となっているこの場所の地下で泥炭層が認められたことで
ある。この泥炭層について，堆積物の粒度分析，鉱物分析のほか微化石分析と14C年代測定を行っ
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た。なお泥炭の上下にあるシルト・粘土は，いわゆる黄土（レス）に類似した堆積物と考えられる。
　玖井壁面で観察した地質層序は次の通りである（W：湿ったときの色調，D：乾いたときの色調）。
　O－70　cm：細粒砂，ところによって厚さ130　cmになる
　　　　　　W：灰黄褐色（10YR5／2），D：にぶい黄榿色（10YR7／2）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．1）
70－100cm：よごれた感じの粘土化した砂質シルト
　　　　　　W：褐灰色（10YR5／1），D：灰黄褐色（10YR6／2）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．2）
100－120　cm：腐植質粘土（black　band）
　　　　　　W：黒褐色（10YR3／2），D：灰褐色（7．5YR5／2）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．3）
120－150cm：クラック著しい褐鉄鉱入り粘土
　　　　　　W：にぶい褐色（10YR5／4），D：にぶい黄褐色（10YR7／4）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．　4）
150－190cm：クラック入りシルト質粘土（黒色帯）
　　　　　　W・D：灰褐色（7．5YR5／2）
　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．5）
o
??
、
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伊拉湖
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多
図26－1．　トルファン盆地の概観図．
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190－210　cm：植物根入り粘土質シルト（色調は明るい）
　　　　　　灰褐色（7．5YR6／2），D：浅黄澄色（7．5YR8／3）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．6）
210－235cm：植物根入り腐植質粘土
　　　　　　褐灰色（7．5YR4／1），D：明褐灰色（7．5YR1／7）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．7）
235－275cm：植物根入りシルト
　　　　　　榿色（7．5YR7／6）褐灰色（7．5YR6／1），D：にぶい黄燈色（10YR7／2）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．　8）
275－295cm：砂質シルト（クラックなし）
　　　　　　W：明黄褐色（10YR6／6），D：にぶい黄榿色（10YR7／4）
　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．9）
刷 f面9　aaa
’°ｼ
／
韓
図26－2．五道林土地利用図．
　a：道路，b：水路（天水），　c：炊井（カレーズ），　d：枝水路，　e：樹林，　f：建物（住居），9：樹林地，　h：土
地利用境界，1：ブドウ，2：コウリャソ，3：スイカ，4：杏・梨，5：苗畑（ポプラ）．
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　新彊ウイグル自治区
mトルファン地区五道林
0
1
2
3
4
5
6
コGaK”15045
　7，640：ヒ120
　GaK－15044﹈
　8．720：1：120
　GaK－15043?
　9，380±120
図26－3．地質柱状図．
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写真26－1．　カナート沿いの地質断面（その1）．
写真26－2．　カナート沿いの地質断面（その2），
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　　　295－355cm：厚さは最大100　cm，泥炭のラミナ入りシルト，イソボリューショソの可能性
　　　　　　　　　　が考えられる
　　　　　　　　　　W：黄灰色（2．5Y6／1），D：浅黄色（2．5Y7／3）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．10）
　　　355－425cm：泥炭（黒泥）
　　　　　　　　　　D・W：黒褐色（2．5Y1／3），黒色（2．5Y1／2）
　　　425－485cm：植物根入り粘土
　　　　　　　　　　D・W：灰色（7．5Y4／1），W：灰色（7．5Y5／1）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．11，珪藻分析用試料No．　S－3）
　　　485－510cm：泥炭（黒泥）
　　　　　　　　　　D・W：黒褐色（10YR3／1）
　　　510－540cm：植物根入り粘土
　　　　　　　　　　D・W：灰色（7．5Yl／5）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．14，珪藻分析用試料No．　S－2）
　　　　540－550cm：泥炭質シルト
　　　　　　　　　　D・W：灰褐色（7．5YR6／2）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．15）
　　　550－575cm：中粒砂
　　　　　　　　　　D・W：灰褐色（7．5YR4／2）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．12）
　　　575cm以下：粘土，無層理
　　　　　　　　　　D・W：灰黄褐色（10YR5／2）
　　　　　　　　　　（粒度・鉱物分析試料No．13，珪藻分析用試料No．　S－1）
　この露頭で粒度分析・鉱物分析用試料No．1～15と珪藻分析用試料No．　S－1～3を採取した。また
花粉分析用試料は，下位の泥炭層（層厚：20～25cm）については，下位からP1～3（1は厚さ10
cm，2，3は厚さの合計が15　cm）とし，上位の泥炭層（層厚：70　cm）については下位からP4～10
（厚さ10cmごとに採取）とした。14C年代測定はP－2，　P－5，　P－9の試料について行った。その結果，
9，000年前から7，500年前までの間，五道林付近には湿原が存在していたと考えられる。すなわち，玄
　三蔵（西暦602～664年）が仏教の経典将来のためイソドにおもむいた際の交通路であったと思わ
れる火焔山ふもとの砂漠地帯は，ヒプシサーマル期には湿潤な場所であった可能性がある。
3）参考文献
小堀巌（1982）：吐魯番盆地の玖井について，学術月報，34，29－34．
小堀巌・中俣均・木本凱夫・石川日出志・夏訓誠（1989）：カナート水利体系をもつオアシス
　社会の比較研究（2）一トルファソ盆地の事例．日本地理学会予稿集，35，100－101．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（杉原重夫）
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27．長野県霧ケ峰，八島ケ原湿原の堆積物
　「東日本の湿地堆積物から見た後期更新世・完新世の環境変化に関する研究」に掲載したなかで，
八島ヶ原湿原の資料Ya－93－6地点のボーリソグ試料についての採取深度と14C年代測定値のデータ
を下記の通り追加する。
○　ボーリソグ地点：Ya－93－6
　　試料No．　　　　採取深度（m） 年B．P．（GaK－No．） Calib．　Age（年B．P．）
No．1
No．2
No．3
No．4
No．5
No．6
No．7
No．8
No．9
No．10
1．10－1．15
2．05－2．10
3．10－3，15
3．95－4．00
4．75－4．80
5．00－5．05
5．50－5．55
6．05－6．10
6．40－6．45
6．90－6．95
1，830±90（GaK－17705）
2，660±130（GaK－17706）
4，410±140（GaK－17707）
4，830±90　（GaK－17708）
6，630±120（GaK－17709）
7，620±120（GaK－17710）
9，410±170（GaK－17711）
10，940±140（GaK－17712）
12，070±190（GaK－17713）
9，490±140（GaK－17714）
1，730
2，760
4，980
5，590
7，520
8，370
10，380
12，860
14，080
10，530
　　　（杉原　重夫）
（すぎはら　しげお）
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